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教
育
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の
あ
ゆ
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一
． 

国
の
指
導
要
領
と
本
市
の
対
応

　

指
導
要
領
の
改
訂　
　

一
九
六
〇
年
代
以
降
、
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
影
響
を

受
け
、
都
市
化
が
進
行
し
、
地
域
社
会
の
変
貌
が
進
ん
だ
。
そ
れ
に
伴
い
、
高
等
学
校
や
大
学
へ
の
進
学
率
が
上
昇
し
、
受
験
競
争

の
激
化
を
招
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
、
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
は
、
昭
和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭

和
四
十
六
年
四
月
施
行
）、
翌
年
に
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭
和
四
十
七
年
四
月
施
行
）、
昭
和
四
十
五
年
に
は
、『
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
』（
昭
和
四
十
八
年
四
月
施
行
）
を
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
し
た
。
こ
の
改
訂
は
、
高
度
経
済
成
長
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
系

統
主
義
の
重
視
、
科
学
技
術
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
、
国
際
的
地
位
の
向
上
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
過
密
化
と
詰
め
込
み
授
業
を
押
し
進
め
た
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
加

す
る
一
方
、
子
ど
も
を
学
習
塾
に
通
わ
せ
る
親
も
急
増
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
、
中
学
校
を
中
心
に
「
校
内
暴
力
」
が
起
こ
り
、
学
校
が
荒
れ
た
。
そ
の
た
め
、
文
部
省
は
、
昭
和
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五
十
二
年
に
は
、『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
昭
和
五
十
五
・
五
十
六
年
四
月
施
行
）
を
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
、『
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
』（
昭
和
五
十
七
年
四
月
施
行
）
を
改
訂
し
た
。
こ
れ
は
、
教
育
内
容
が
高
度
化
し
、
い
わ
ゆ
る
「
お
ち
こ
ぼ
れ
」
問
題

や
、
少
年
非
行
、
校
内
暴
力
、
い
じ
め
な
ど
の
諸
問
題
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
教
育
内
容
を
精
選
し
、「
ゆ
と
り
の
時
間
」（
学
校
裁
量

の
時
間
）
を
新
し
く
設
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
九
年
に
は
、
当
時
の
中
曽
根
康
弘
首
相
の
も
と
、
政
府
は
、
臨
時
教
育
審

議
会
を
設
置
し
た
。
同
審
議
会
は
、
昭
和
六
十
二
年
ま
で
、
四
度
に
わ
た
る
答
申
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

二
年
後
の
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
に
は
、
文
部
省
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
教
育
課
程
審
議
会
に
お
い
て
、

教
育
課
程
の
改
訂
を
行
な
い
、『
小
・
中
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
平
成
四
・
五
・
六
年
四
月
施
行
）
の
改
訂
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し

た
。
な
か
で
も
、
小
学
校
低
学
年
の
「
社
会
科
」
と
「
理
科
」
を
廃
止
し
、「
生
活
科
」
を
新
設
し
、
高
等
学
校
の
「
社
会
科
」
を

「
地
理
歴
史
科
」、「
公
民
科
」
に
再
編
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
本
市
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
、「
人
間
尊
重
の
教
育
を
基
盤
と
し
た
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培
う
」

基
本
方
針
を
示
し
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
⑴
学
び
続
け
る
人
間
の
育
成
、
⑵
共
に
生
き
る
人
聞
の
育
成
、
⑶
心
豊
か
な

人
聞
の
育
成
、
⑷
健
や
か
な
人
間
の
育
成
、
⑸
温
か
み
の
あ
る
人
間
の
育
成
を
基
本
目
標
と
設
定
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
十
七
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
本
市
の
教
育
は
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
本
市
は
、
震
災
後
の
子

ど
も
た
ち
の
「
心
の
ケ
ア
」
を
中
心
と
し
た
「
新
た
な
防
災
教
育
」
を
展
開
し
、
平
成
八
年
度
を
、「
復
興
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

「
二
十
一
世
紀
に
生
き
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、「
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
、
⑴
特
色
あ
る
学
校
・
園
づ
く
り
の
推
進
、
⑵
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
の
定
着
と
個
性
を
生
か
す
教
育

五
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の
推
進
、
⑶
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
育
て
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
教
育
の
推
進
、
⑷
こ
こ
ろ
の
琴
線
に
ふ
れ
る
生
徒
指
導
と

自
己
実
現
を
図
る
進
路
指
導
の
推
進
、
⑸
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
健
康
教
育

の
推
進
、
⑹
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
職
員
の
意
識
変
革
と
資
質
の
向
上
の
重
点
課
題
と
し
て
定
め
た
。

　

ま
た
、
平
成
八
年
七
月
に
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
以
来
の
教
育
改
革
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、
中
央
教
育
審
議
会
は
「
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
―
子
ど
も
に
「
生
き
る
力
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
―
」
を
発
表
し
た
。

　

平
成
九
年
度
、
本
市
は
、
震
災
後
の
復
興
と
再
生
を
め
ざ
す
教
育
活
動
を
展
開
し
、
生
と
死
の
重
み
・
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
・
人

と
人
と
の
思
い
や
り
や
助
け
合
い
の
行
動
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
を
大
切
に
し
、
前
年
度
の
基
本
方
針
を
継
承
し
、
サ

ブ
テ
ー
マ
を
「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」
と
し
た
。

　

平
成
十
年
、
文
部
省
は
、
教
育
課
程
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、『
小
・
中
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
小
・
中
学
校
は
平
成

十
四
年
、
高
等
学
校
は
平
成
十
五
年
施
行
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
改
訂
し
た
。

　

本
市
で
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
見
直
し
な
が
ら
、
連
携
し
て
展
開
す
る
地
域
に
根
ざ
し
た

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
十
一
年
度
を
「
特
色
あ
る
教
育
・
元
年
」
と
位
置
づ
け
、「
人
材
バ
ン
ク
づ
く

り
」、「
特
色
あ
る
教
育
・
支
援
プ
ラ
ン
」
を
進
め
た
。

　

平
成
十
二
年
三
月
、
小
渕
恵
三
内
閣
の
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
、
教
育
改
革
国
民
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
同
会
議
は
、
十
二
月
に

「
教
育
を
変
え
る
一
七
条
の
提
案
」
を
行
な
っ
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
は
、「
二
十
一
世
紀
教
育
新
生
プ
ラ
ン
―
レ

イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
『
七
つ
の
重
点
戦
略
』」
を
発
表
し
、
教
育
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
全
体
像
を
示
し
た
。
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ま
た
、
学
力
低
下
批
判
の
影
響
も
あ
り
、
平
成
十
四
年
に
、
文
部
科
学
省
は
、「
確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
の
二
〇
〇
二
ア
ピ
ー

ル
『
学
び
の
す
す
め
』」
を
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
心
の
教
育
」
の
充
実
と
「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
が
教
育
改
革
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
り
、
現
今
の
学
校
教
育
の
大
き
な
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』
の
一
部
改
訂
、
翌
年
に

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
』
の
一
部
改
訂
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
五
年
十
二
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会

答
申
「
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
当
面
の
教
育
課
程
及
び
指
導
の
充
実
・
改
善
方
策
に
つ
い
て
」
を
受
け
、「
確
か
な
学
力
」
の
育
成

を
め
ざ
し
て
『
学
習
指
導
要
領
』
の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
た
。

　

平
成
十
八
年
、
安
部
晋
三
内
閣
は
、
私
的
諮
問
機
関
と
し
て
「
教
育
再
生
会
議
」
を
設
置
し
、
同
年
十
二
月
に
は
、「
教
育
基
本

法
」
改
正
を
行
な
い
、
翌
年
に
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
教
育
三
法
案
（
学
校
教
育
法
、
地
方
教
育
行
攻
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
、
教
育
職
員
免
許
法
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
）
の
改
正
を
実
施
し
た
。

　

平
成
二
十
年
に
は
、
福
田
康
夫
内
閣
が
「
教
育
再
生
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
携
帯
電
話
持
ち
込
み
禁
止
や
学
校
裏
サ
イ
ト
防
止
な

ど
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、
同
年
に
『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』
を
、
平
成
二
十
一
年
に
『
高
等
学
校
学
習

指
導
要
領
』
の
改
訂
を
行
な
っ
た
。

　

本
市
の
教
育
方
針
と
そ
の
特
色　
　

本
市
は
、
国
の
教
育
政
策
と
県
の
教
育
政
策
を
そ
れ
ぞ
れ
鑑
み
つ
つ
、
独
自
の
方
針
に
基
づ

い
て
教
育
行
政
を
行
な
っ
て
い
る
。
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
、
教
育
の
目
標
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。
学
習
内
容
に
つ
い
て
は
、
戦

後
か
ら
昭
和
四
十
年
代
前
半
ま
で
は
、
知
識
、
科
学
、
技
術
な
ど
の
体
系
化
さ
れ
た
教
授
内
容
を
、
一
定
の
筋
道
に
従
っ
て
習
得
さ

せ
よ
う
と
す
る
「
系
統
学
習
」
が
重
要
視
さ
れ
、
科
学
技
術
教
育
や
国
際
競
争
力
の
向
上
な
ど
が
め
ざ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
カ
リ
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キ
ュ
ラ
ム
の
過
密
化
」
な
ど
に
よ
る
落
ち
こ
ぼ
れ
問
題
や
非
行
問
題
な
ど
が
深
刻
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
の
教
育
方
針
は
系
統

学
習
か
ら
経
験
学
習
の
重
視
へ
と
移
行
し
、「
基
礎
・
基
本
の
定
着
」
や
「
ゆ
と
り
」
の
確
保
へ
と
舵
を
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
国
の
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、
毎
年
度
『
指
導
の
方
針
』
を
策
定
し
、
市
立
学
校
園
に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。『
指
導

の
方
針
』
を
追
っ
て
い
く
と
、
国
の
方
針
と
学
習
指
導
要
領
を
実
践
し
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
努
力
が
読
み
取

れ
る
。
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
、
平
和
教
育
の
推
進
や
民
主
教
育
の
推
進
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば

頃
か
ら
は
科
学
技
術
教
育
や
健
康
教
育
に
関
心
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
半
ば
頃
に
は
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て

顕
在
化
し
た
健
康
問
題
や
人
権
意
識
を
重
視
し
た
教
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
昭
和
四
十
七
年
の
『
指
導
の
方
針
』
に
は
、
主
要
施
策
と
し
て
⑴
同
和
教
育
の
推
進
、
⑵
教
育
内
容
・
教
育
方
法
の
改

善
、
⑶
特
殊
教
育
の
充
実
、
⑷
幼
児
教
育
の
振
興
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
、
健
康
を
守
り
育
て
る
施
策
と
し
て
⑴
健
康
教
育
の
推
進
、

⑵
学
童
等
の
安
全
と
災
害
防
止
、
⑶
学
校
給
食
の
充
実
、
⑷
社
会
体
育
の
振
興
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（『
教
育
委
員
会
三
十
周
年
記

念
誌
』）。

　

昭
和
六
十
二
年
ま
で
の
臨
時
教
育
審
議
会
答
申
に
掲
げ
ら
れ
た
個
性
重
視
や
生
涯
教
育
へ
の
移
行
と
い
っ
た
課
題
は
、
既
に
本
市

に
お
い
て
先
取
り
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
『
指
導
の
方
針
』
で
は
、「
子
ど
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
最
大
限
の
成

長
を
は
か
る
た
め
に
は
（
後
略
）」（『
教
育
委
員
会
二
十
周
年
記
念
誌
』）、
ま
た
昭
和
四
十
三
年
度
で
は
「
ひ
と
り
ひ
と
り
を
生
か

す
教
育
」
と
し
て
「
児
童
生
徒
に
対
す
る
深
い
内
省
的
理
解
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
個
性
能
力
の
伸
長
を
は
か
る
」（『
教
育
委
員
会

二
十
周
年
記
念
誌
』）
な
ど
、
子
ど
も
の
個
性
に
対
す
る
関
心
が
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
や
カ
ウ
ン
セ

五
五
一

第
一
節

教
育
行
政
の
あ
ゆ
み



リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド
な
ど
の
萌
芽
と
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
は
、「
人
間
尊
重
の
教
育
を
基
盤
と
し
た
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培
う
」
を
基
本
方
針
と
し
、
⑴
学
び
続
け
る

人
間
の
育
成
―
自
己
教
育
力
の
確
立
―
、
⑵
共
に
生
き
る
人
間
の
育
成
―
人
間
関
係
の
進
化
―
、
⑶
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
―
生
活

文
化
の
向
上
、
⑷
健
や
か
な
人
間
の
育
成
―
体
力
・
気
力
の
充
実
―
、
⑸
温
か
み
の
あ
る
人
間
の
育
成
―
人
権
意
識
の
高
揚
―
の
五

つ
の
基
本
目
標
と
主
な
努
力
事
項
を
設
定
し
た
（『
教
育
委
員
会
四
十
周
年
記
念
誌
』）。
こ
こ
ろ
の
教
育
と
生
涯
学
習
の
重
要
性
を

う
た
う
こ
の
基
本
目
標
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
も
踏
襲
さ
れ
た
。

　

平
成
十
四
年
度
か
ら
順
次
、
実
施
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る
教
育
内
容
の
削
減
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と
り
教
育
」
や
完
全

学
校
週
五
日
制
の
実
施
な
ど
を
背
景
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
の
議
論
が
起
こ
っ
た
。
児
童
生
徒
が
授
業
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
実
態
や
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
教
育
課
題
が
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
学
級
崩
壊
」
も
生
じ
た
。
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
基
礎
学
力
の
向
上
に
向
け
て
、
複
数
担
任
制
・
教
科
担
任
制
・
少
人
数
学
習
指
導
な
ど
、
新
学
習
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
教
育
基
本
法
の
改
正
、
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂
が

告
示
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
の
移
行
措
置
と
次
々
に
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
し
た
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
、
と
り
わ
け
「
言

語
活
動
の
充
実
」、「
理
数
教
育
の
充
実
」
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
に
つ
な
ぐ
円
滑
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
構

築
、
新
学
習
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
た
。

五
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第
二
節　

施
設
整
備
と
予
算

一
． 

市
立
学
校
園
の
整
備

　

新
設
さ
れ
た
学
校
園　
　

昭
和
四
十
年
四
月
の
本
市
の
市
立
学
校
園
は
、
高
等
学
校
一
校
、
中
学
校
二
校
、
小
学
校
四
校
、
幼
稚

園
五
園
で
あ
っ
た
。

　

小
学
校
で
は
、
市
北
部
の
市
街
化
に
伴
い
、
児
童
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
朝
日
ケ
丘
小
学
校
を
開
設
し

た
。
ま
た
、
山
手
小
学
校
に
お
い
て
も
過
密
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
校
区
審
議
会
か
ら
「
学
校
規
模
を
適
正
化
し
、
教
育
活
動
の
効

率
化
を
高
め
る
た
め
、
山
手
小
学
校
を
分
割
し
、
新
し
い
小
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
」
の
答
申
を
受
け
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
三

条
小
学
校
を
開
設
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
か
ら
着
工
し
た
芦
屋
浜
の
埋
立
事
業
に
よ
り
、
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
完
成
に
伴

い
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
潮
見
小
学
校
、
同
中
学
校
、
同
幼
稚
園
を
開
設
し
た
。
昭
和
五
十
七
四
月
に
は
、
精
道
・
宮
川
両
小
学
校

の
過
密
の
解
消
対
策
と
し
て
打
出
浜
小
学
校
、
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
内
の
人
口
増
加
へ
の
対
応
策
と
し
て
浜
風
小
学
校
を
開

設
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
朝
日
ケ
丘
幼
稚
園
、
昭
和
五
十
年
に
西
山
幼
稚
園
、
昭
和
五
十
一
年
に
伊
勢
幼
稚
園
、
昭
和

五
十
四
年
に
潮
見
幼
稚
園
、
昭
和
五
十
六
年
に
浜
風
幼
稚
園
を
開
設
し
た
。

　

震
災
後
の
平
成
十
一
年
、
山
手
・
三
条
校
区
の
幼
児
・
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、
三
条
小
学
校
を
山
手
小
学
校
に
、
山
手
幼
稚
園

五
五
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を
西
山
幼
稚
園
に
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
た
。
市
立
学
校
園

の
設
置
一
覧
は
8
‐
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

施
設
の
整
備　
　

昭
和
四
十
八
年
、
国
道
四
三
号
に

よ
る
騒
音
・
振
動
に
対
処
す
る
た
め
、
精
道
幼
稚
園
園

舎
を
川
西
町
に
建
設
し
、
移
転
し
た
。
ま
た
、
校
舎
の

老
朽
化
に
よ
り
、
平
成
八
年
度
に
宮
川
小
学
校
、
平
成

十
三
年
度
に
岩
園
小
学
校
、
平
成
十
九
年
度
に
精
道
小

学
校
の
校
舎
を
建
て
替
え
た
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
度

に
山
手
小
学
校
の
統
合
後
の
新
校
舎
が
完
成
し
た
。

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
校
舎
建
物
な
ど
で
、
耐

震
力
が
な
い
建
物
の
耐
震
補
強
工
事
を
行
な
っ
た
。

小
学
校
で
は
、
朝
日
ケ
丘
小
学
校
（
平
成
十
九
～
二
十

年
度
）、
潮
見
小
学
校
（
平
成
二
十
一
～
二
十
二
年

度
）
で
施
工
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
で
は
、
山
手
中
学

校
（
平
成
十
三
～
十
五
年
度
）、
精
道
中
学
校
（
平
成

十
九
～
二
十
一
年
度
）、
潮
見
中
学
校
（
平
成
二
十
一

8-1　市立学校園の設置一覧　（資料）教育委員会20・30・40・50周年各記念誌

区　分 名　称 設立年月日 統廃校年月日
高等学校 芦屋高等学校 昭和36年10月21日 平成19年3月31日廃校

中 学 校
精道中学校 昭和22年04月01日
山手中学校 昭和22年04月01日
潮見中学校 昭和54年04月01日

小 学 校

精道小学校 明治05年09月10日
宮川小学校 昭和02年12月01日
山手小学校 昭和08年12月01日
岩園小学校 昭和08年12月23日
朝日ケ丘小学校 昭和47年04月01日
三条小学校 昭和53年04月01日 平成11年4月1日山手小学校に統合
潮見小学校 昭和54年04月01日
打出浜小学校 昭和57年04月01日
浜風小学校 昭和57年04月01日

幼 稚 園

精道幼稚園 明治44年10月01日
宮川幼稚園 昭和09年04月02日
山手幼稚園 昭和09年04月20日 平成11年4月1日西山幼稚園に統合
岩園小学校 昭和09年04月02日
小槌幼稚園 昭和39年04月01日
朝日ケ丘幼稚園 昭和47年04月01日
西山幼稚園 昭和50年04月01日
伊勢幼稚園 昭和51年04月01日
潮見幼稚園 昭和54年04月01日
浜風幼稚園 昭和56年04月01日
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～
二
十
二
年
度
）
で
施
工
し
た
。

二
． 
教
育
予
算
の
推
移

　

8
‐
2
は
昭
和
四
十
年
度
か
ら
五
年
ご
と
に
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
教
育
費
の
予
算
額
と
決
算
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
た
だ

し
、
昭
和
六
十
～
平
成
元
年
度
、
平
成
元
～
五
年
度
の
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
年
）。
予
算
・
決
算
は
、
経
常
費
と
、
校
舎
の
建
築

な
ど
投
資
的
経
費
と
し
て
の
臨
時
費
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
年
度　
　

決
算
額
で
み
る
と
（
以
下
同
じ
）、
こ
の
年
は
、
教
育
費
総
額
三
億
六
六
七
〇
万
円
（
一
〇
万
円
未
満
四
捨

五
入
、
以
下
同
じ
）、
そ
の
う
ち
小
学
校
費
は
経
常
費
と
臨
時
費
あ
わ
せ
て
六
〇
二
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
高
等
学
校
費
が

一
億
一
八
六
〇
万
円
で
総
額
の
三
二
・
三
％
を
占
め
、
総
額
に
占
め
る
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
五
年
度　
　

小
学
校
費
が
三
億
七
六
〇
〇
万
円
、
総
額
の
四
七
・
三
％
で
、
教
育
費
の
費
目
中
、
首
位
を
占
め
て
い

る
。
投
資
的
経
費
で
は
、
総
額
二
億
八
九
六
〇
万
円
の
う
ち
、
二
億
五
三
九
〇
万
円
、
八
七
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
北
部
地
域
の

市
街
化
に
伴
う
児
童
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
朝
日
ケ
丘
小
学
校
の
建
設
に
着
手
、
校
地
造
成
工
事
や
新
校
舎
設
計
の
た
め
の
費
用

や
、
精
道
小
学
校
の
改
築
を
行
な
っ
た
費
用
で
あ
る
。
精
道
小
学
校
の
改
築
が
完
了
し
た
こ
と
で
、
市
立
小
中
高
の
す
べ
て
の
校
舎

が
鉄
筋
化
を
達
成
し
た
。

　

昭
和
五
十
年
度　
　

投
資
的
経
費
は
一
六
億
三
五
七
〇
万
円
で
、
総
額
三
一
億
六
二
四
〇
万
円
の
五
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

五
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8-2　
教

育
費

　
予

算
・

決
算

額
　（

資
料

）「
市

歳
入

歳
出

決
算

書
」

（
予

算
）　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 （

単
位

：
千

円
）

区
分

昭
和

40
年

度
昭

和
45

年
度

昭
和

50
年

度
昭

和
55

年
度

昭
和

60
年

度
経

常
費

臨
時

費
計

経
常

費
臨

時
費

計
経

常
費

臨
時

費
計

経
常

費
臨

時
費

計
経

常
費

臨
時

費
計

教
育

費
総

計
（

予
算

）
241,735

152,650
394,385

451,678
301,526

753,204
1,503,598

954,912
2,458,510

2,494,887
2,612,655

5,107,542
3,159,940

598,091
3,758,031

（
決

算
）

257,201
109,480

366,681
504,971

289,609
794,580

1,526,707
1,635,679

3,162,386
2,564,142

3,454,706
6,018,848

3,088,316
626,542

3,714,858
教

育
総

務
費

（
予

算
）

42,361
42,361

59,874
59,874

273,695
9,000

282,695
343,767

343,767
427,835

427,835
（

決
算

）
45,281

45,281
67,184

1,469
68,653

282,092
13,210

295,302
354,544

354,544
361,411

361,411
小

学
校

費
（

予
算

）
51,951

54,800
106,751

107,648
265,314

372,962
210,550

426,655
637,205

329,836
1,748,305

2,078,141
449,744

494,248
943,992

（
決

算
）

55,498
4,721

60,219
122,109

253,893
376,002

193,263
316,971

510,234
283,782

2,313,724
2,597,506

420,303
454,381

874,684
中

学
校

費
（

予
算

）
20,707

21,240
41,947

41,559
15,000

56,559
83,597

93,300
176,897

128,582
525,720

654,302
146,023

19,400
165,423

（
決

算
）

21,814
22,148

43,962
42,326

14,719
57,045

73,446
93,855

167,301
189,263

802,534
991,797

141,096
37,006

178,102
高

等
学

校
費

（
予

算
）

34,891
76,310

111,201
73,968

73,968
211,413

15,000
226,413

291,670
13,100

304,770
366,811

366,811
（

決
算

）
37,721

80,833
118,554

86,242
86,242

217,397
14,380

231,777
298,046

12,930
310,976

364,994
364,994

幼
稚

園
費

（
予

算
）

34,328
300

34,628
68,853

6,429
75,282

239,206
74,737

313,943
412,723

218,142
630,865

513,247
19,700

532,947
（

決
算

）
37,242

298
37,540

79,612
9,658

89,270
253,580

638,887
892,467

425,910
217,952

643,862
518,630

16,738
535,368

社
会

教
育

費
（

予
算

）
42,696

42,696
67,378

13,729
81,107

177,574
336,220

513,794
576,863

35,888
612,751

706,203
57,243

763,446
（

決
算

）
44,416

44,416
74,469

8,816
83,285

202,219
558,376

760,595
589,584

36,154
625,738

733,596
103,817

837,413
保

健
教

育
費

（
予

算
）

14,801
14,801

32,398
1,054

33,452
307,563

307,563
411,446

71,500
482,946

550,077
7,500

557,577
（

決
算

）
15,229

1,480
16,709

33,029
1,054

34,083
304,710

304,710
423,013

71,412
494,425

548,286
14,600

562,886

区
分

平
成

元
年

度
平

成
5

年
度

平
成

10
年

度
平

成
15

年
度

平
成

20
年

度
経

常
費

臨
時

費
計

経
常

費
臨

時
費

計
経

常
費

臨
時

費
計

経
常

費
臨

時
費

計
経

常
費

臨
時

費
計

教
育

費
総

計
（

予
算

）
3,740,793

1,828,060
5,568,853

5,218,016
2,057,993

7,276,009
4,496,470

275,295
4,771,765

4,124,539
208,250

4,332,789
3,361,924

820,092
4,182,016

（
決

算
）

3,771,595
1,753,080

5,524,675
4,983,955

2,952,168
7,936,123

4,458,113
224,243

4,682,356
3,816,622

228,394
4,045,016

3,352,535
556,453

3,908,988
教

育
総

務
費

（
予

算
）

651,414
12,250

663,664
972,429

972,429
811,506

10,000
821,506

755,515
7,000

762,515
906,713

906,713
（

決
算

）
638,534

74,833
713,367

840,815
840,815

817,879
10,553

828,432
705,249

7,066
712,315

914,089
914,089

小
学

校
費

（
予

算
）

457,038
136,510

593,548
571,411

180,192
751,603

430,515
121,150

551,665
370,559

46,390
416,949

375,694
239,280

614,974
（

決
算

）
449,589

114,648
564,237

551,451
1,350,370

1,901,821
430,856

83,995
514,851

356,847
62,084

418,931
389,989

199,450
589,439

中
学

校
費

（
予

算
）

138,249
279,380

417,629
213,952

116,200
330,152

172,517
10,800

183,317
161,989

142,450
304,439

156,954
355,643

512,597
（

決
算

）
142,373

278,794
421,167

196,724
106,257

302,981
176,806

10,275
187,081

153,839
142,418

296,257
169,200

215,556
384,756

高
等

学
校

費
（

予
算

）
353,903

9,270
363,173

455,729
41,983

497,712
473,264

15,050
488,314

449,303
2,000

451,303
0

（
決

算
）

361,305
8,034

369,339
446,280

26,127
472,407

457,180
15,024

472,204
402,298

1,502
403,800

0
幼

稚
園

費
（

予
算

）
563,692

23,790
587,482

725,604
50,350

775,954
618,275

6,850
625,125

650,289
8,991

659,280
567,741

28,300
596,041

（
決

算
）

556,704
22,755

579,459
665,422

50,348
715,770

618,520
6,846

625,366
583,849

8,920
592,769

545,957
20,834

566,791
社

会
教

育
費

（
予

算
）

975,494
1,334,930

2,310,424
1,520,590

1,654,740
3,175,330

1,267,780
87,290

1,355,070
1,173,150

1,419
1,174,569

888,092
192,869

1,080,961
（

決
算

）
994,102

1,224,747
2,218,849

1,519,411
1,407,075

2,926,486
1,265,454

74,385
1,339,839

1,085,054
6,404

1,091,458
892,007

117,505
1,009,512

保
健

教
育

費
（

予
算

）
601,003

31,930
632,933

758,301
14,528

772,829
722,613

24,155
746,768

563,734
563,734

466,730
4,000

470,730
（

決
算

）
628,988

29,269
658,257

763,852
11,991

775,843
691,418

23,165
714,583

529,486
529,486

441,293
3,108

444,401

五
五
六
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そ
の
う
ち
、
幼
稚
園
費
が
三
九
・
一
％
、
社
会
教
育
費
が
三
四
・
一
％
、
両
者
で
投
資
的
経
費
の
七
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
幼

稚
園
に
関
し
て
は
浜
地
区
の
入
園
率
を
緩
和
す
る
た
め
伊
勢
幼
稚
園
の
用
地
買
収
お
よ
び
新
築
事
業
に
三
億
六
三
九
〇
万
円
が
投
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
関
係
と
し
て
は
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
五
億
五
八
四
〇
万
円
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
五
年
度　
　

小
学
校
費
が
、
総
額
六
〇
億
一
八
八
〇
万
円
の
四
三
・
二
％
、
二
五
億
九
七
五
〇
万
円
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
年
は
昭
和
五
十
七
年
に
開
校
を
予
定
し
て
い
る
浜
風
・
打
出
浜
両
小
学
校
の
設
計
や
三
条
小
学
校
の
増
築
工
事
と
用
地
買
収
な

ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
六
十
年
度　
　

投
資
的
経
費
が
六
億
二
六
五
〇
万
円
で
総
額
三
七
億
一
四
九
〇
万
円
の
一
六
・
九
％
で
、
そ
の
比
率
は
小
さ

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
会
教
育
費
が
総
額
の
二
二
・
五
％
を
占
め
、
翌
年
の
新
図
書
館
建
設
に
向
け
て
の
実
施
設
計
、
国
指

定
重
要
文
化
財
旧
山
邑
家
住
宅
の
保
存
改
修
な
ど
、
文
化
施
設
の
整
備
に
費
用
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
元
年
度　
　

投
資
的
経
費
が
一
七
億
五
三
一
〇
万
円
で
総
額
の
三
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
社
会
教
育
費
が

一
二
億
二
四
七
〇
万
円
、
六
九
・
九
％
を
占
め
、
美
術
博
物
館
の
建
設
着
手
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
改
修
な
ど
、
文
化
施
設
の
整

備
が
一
段
と
進
め
ら
れ
た
。

　

平
成
五
年
度　
　

投
資
的
経
費
は
二
九
億
五
二
二
〇
万
円
で
総
額
の
三
七
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
社
会
教
育
費
が

一
四
億
七
一
〇
万
円
で
四
七
・
七
％
を
占
め
、
平
成
五
年
度
も
社
会
文
化
施
設
の
整
備
に
投
資
的
経
費
の
多
く
が
投
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る

　

平
成
十
・
十
五
・
二
十
年
度　
　

平
成
十
年
度
は
行
政
改
革
緊
急
三
カ
年
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
務
事
業
の
抜
本
的
見
直
し

五
五
七
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な
ど
に
取
り
組
み
、
市
の
一
般
会
計
も
緊
縮
予
算
と
な
り
、
教
育
費
も
決
算
額
で
四
六
億
八
二
四
〇
万
円
、
一
般
会
計
決
算
額

五
四
六
億
七
八
九
〇
万
円
の
八
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
投
資
的
経
費
は
、
二
億
二
四
二
〇
万
円
で
教
育
費
総
額
の
四
・
八
％

に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
度
、
二
十
年
度
も
投
資
的
経
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二
八
四
〇
万
円
、
五
億
五
六
五
〇
万

円
、
教
育
費
総
額
に
占
め
る
比
率
も
五
・
六
％
、
一
四
・
二
％
で
金
額
、
比
率
と
も
高
い
と
は
い
え
な
い
。

　

平
成
十
年
度
以
降
、
表
に
掲
げ
て
い
な
い
年
度
も
含
め
て
投
資
的
経
費
が
一
〇
億
円
に
満
た
な
い
年
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
こ

の
時
期
ま
で
に
教
育
施
設
の
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
も
い
え
る
が
、
厳
し
い
財
政
事
情
が
教
育
予
算
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
結

果
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
　

第
三
節　

学
校
園
の
状
況

一
． 

幼
稚
園

　

幼
稚
園
の
状
況　
　

兵
庫
県
に
は
戦
前
か
ら
阪
神
地
域
に
幼
稚
園
が
多
く
設
置
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
県
内
の

幼
稚
園
数
は
五
一
二
園
（
国
公
立
三
〇
九
園
、
私
立
二
〇
三
園
）
で
、
東
京
都
に
次
い
で
全
国
二
位
で
（『
兵
庫
県
教
育
史
』）

あ
っ
た
。
平
成
二
十
一
年
で
は
、
七
四
二
園
（
国
公
立
五
〇
〇
園
、
私
立
二
四
二
園
）
と
、
東
京
都
（
一
〇
六
二
園
）、
大
阪
府

（
八
〇
四
園
）
に
次
い
で
三
位
と
な
っ
て
い
る
（「
学
校
基
本
調
査
」
平
成
二
十
一
年
度
）。

五
五
八
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第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
幼
児
数
が
急
増
し
、
保
護
者
の
幼
稚
園
教
育
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
相
ま
っ
て
、
昭
和
二
十

年
代
後
半
に
入
園
希
望
者
が
激
増
し
た
。
特
に
人
口
が
集
中
し
た
阪
神
地
区
で
は
、
定
員
増
や
園
の
新
設
な
ど
、
対
応
策
が
昭
和

四
十
五
年
頃
ま
で
行
な
わ
れ
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
の
市
内
の
幼
稚
園
は
、
公
立
（
市
立
）
幼
稚
園
が
四
園
、
私
立
幼
稚
園
が
五
園
の
計
九
園
で
あ
っ
た
。
平
成

二
十
一
年
で
は
、
公
立
幼
稚
園
が
九
園
、
私
立
幼
稚
園
が
四
園
で
計
一
三
園
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
内
容
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
幼
児
の
自
発
性
・
創
造
性
を
重
視
し
た
自
由
遊
び
を
中
心

に
、
表
現
力
を
高
め
る
教
育
が
な
さ
れ
た
。
四
十
年
代
に
は
、
共
通
の
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
室
内
で
多
数
が
活
動
す
る
身
ぶ
り

表
現
を
中
心
に
し
た
活
動
が
行
な
わ
れ
、
五
十
年
代
に
は
室
内
外
で
の
活
動
に
移
行
し
、
自
然
や
体
力
づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
。
昭
和
六
十
年
代
に
な
る
と
、
園
児
の
減
少
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
す
る
保
育
に
転
換
し
た
（『
兵
庫
県
教
育

史
』）。

　

保
育
方
針
と
特
徴　
　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
、
同
和
教
育
、
生
涯
教
育
の
観
点
か
ら
従
来
の
保
育
内
容
に

つ
い
て
見
直
し
作
業
を
開
始
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
を
行
な
い
、
障
が
い
児
を
中
心
に
し
た
学
級
づ

く
り
や
指
導
方
法
に
工
夫
を
重
ね
た
。

　

昭
和
五
十
一
か
ら
五
十
三
年
度
に
か
け
て
、「
二
四
ケ
月
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
園
児
が
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
立
心
や
連
帯
感
・
責
任
感
、
他
へ
の
思
い
や
り
な
ど
、
人
の
心
の
根
本
的
な
も
の
を
育
て
る
場
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
生
活
全
体
を
総
合
遊
び
と
し
て
と
ら
え
、
健
康
、
社
会
、
自
然
を
基
盤
に
、
生
活
を
総
合
的
に
高
め
、
心

五
五
九
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情
を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
（「
教
育
委
員
会
三
十
周
年
記
念
誌
」）。

　

平
成
元
年
、『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
が
二
六
年
ぶ
り
に
改
訂
さ
れ
、
幼
児
が
発
達
し
て
い
く
姿
を
捉
え
る
側
面
を
、
従
来
の
「
健

康
」、「
社
会
」、「
自
然
」、「
言
語
」、「
音
楽
リ
ズ
ム
」、「
絵
画
制
作
」
の
六
領
域
か
ら
、「
健
康
」、「
人
間
関
係
」、「
環
境
」、「
言
葉
」、「
表

現
」
の
五
領
域
に
ま
と
め
、
指
導
を
行
な
う
た
め
の
視
点
と
し
た
。
本
市
で
は
こ
れ
を
受
け
て
、
新
し
い
視
点
か
ら
幼
児
と
歩
む
幼

稚
園
教
育
の
実
践
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
六
年
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会
で
、
本
市
の
三
幼
稚
園
が
公

開
保
育
を
行
な
っ
た
。

　

平
成
十
一
年
度
か
ら
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
図
る
た
め
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
り
、「
人
材
バ
ン
ク
づ
く
り
」
に
努
め
た
。

　

平
成
二
十
年
三
月
の
『
幼
稚
園
教
育
要
領
』
の
改
訂
に
伴
い
「
二
四
ケ
月
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。
幼
児
期
に

育
て
た
い
姿
と
し
て
、
豊
か
な
心
情
を
育
成
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
、
知
、
徳
、
体
の
融
合
し
た
幼
児
像
を
掲
げ
、
幼
児
の
こ
こ

ろ
の
教
育
を
進
め
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
む
た
め
の
研
究
が
深
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
の
実
状
に
即
し
た
研
究
テ
ー
マ
を
掲

げ
、
そ
の
具
現
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
幼
稚
園
の
降
園
後
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
子
ど
も

同
士
の
か
か
わ
り
、
ま
た
保
護
者
同
士
の
交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
親
子
に
園
庭
を
開
放
し
て
い
る
。

　

本
市
に
所
在
す
る
私
立
幼
稚
園
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
十
一
年
に
芦
屋
聖
マ
ル
コ
学
園
愛
光
幼
稚
園
、
甲
陽
学
園
甲
陽
幼
稚
園
が

開
園
し
、
昭
和
二
十
八
年
に
芦
屋
大
学
附
属
幼
稚
園
、
昭
和
二
十
九
年
に
芦
屋
み
ど
り
幼
稚
園
が
開
園
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

教
育
方
針
を
掲
げ
、
三
か
ら
五
歳
児
を
対
象
に
特
色
の
あ
る
保
育
を
実
施
し
、
計
四
六
一
人
（「
学
校
基
本
調
査
」
平
成
二
十
一
年

度
）
が
在
籍
し
て
い
る
。

五
六
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二
． 
小
学
校

　

学
習
活
動　
　

本
市
の
公
立
小
学
校
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
の
同
和
教
育
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
児
童
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
、
差
別
を
許
さ
な
い
教
育
を
基
礎
に
進
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
授
業
運
営
を
見
直
し
、
子
ど
も
が
自
主
的
、
主
体
的
に
課
題
解
決

が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
同
和
教
育
推
進
の
た
め
の
加
配
教
員
を
配
置
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、

通
知
簿
の
評
価
方
法
の
改
善
を
行
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
相
対
評
価
を
廃
し
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
到
達
度
に
よ
る
絶
対
評
価
に
切
り

替
え
た
。
評
価
の
観
点
が
児
童
や
保
護
者
に
わ
か
り
や
す
く
、
学
習
の
励
み
に
な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
た
。

　

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、
緑
豊
か
な
自
然
の
な
か
に
一
定
期
間
滞
在
し
、
自
然
の
観
察
、
創
作
活
動
や
地
域

交
流
な
ど
を
内
容
と
す
る
体
験
活
動
が
一
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
平
成
元
年
か
ら
自
然
学
校
と
し
て
全
校
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
児
童
の
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
自
主
・
創
造
的
な
学
習
活
動
を
奨
励
す
る
事
業
と
し
て
、
毎
年
、「
自
由
研
究
発

表
大
会
」、「
自
由
研
究
・
教
育
活
動
展
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
体
験
を
生
か
し
て
、
平
成
八
・
九
年
度
に
は
文
部
省
の
防
災
教
育
モ
デ
ル
地
域
指
定
事
業
の

指
定
を
受
け
、
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
ま
た
、「
い
の
ち
」
を
守
る
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
編
集
発
行
し
た
り
、
市
立
学
校
園
一
斉
避

難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
生
活
科
」
や
「
総
合
的
な
学
習
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
保
護
者
な
ど
へ
の
広
報

活
動
を
行
な
い
、
理
解
と
協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
国
際
理
解
の
一
環
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
培
う
た
め
英
語
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活
動
を
実
施
し
た
。

　

平
成
十
六
年
度
、「
学
力
向
上
研
究
支
援
プ
ラ
ン
」
や
「
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
な
ど
の
研
究
を
通
し
て
、
学
習
指
導
要

領
の
内
容
理
解
を
深
め
、
学
力
向
上
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
た
。
低
学
年
の
複
数
担
任
制
、
高
学
年
の
教
科
担
任
制
、
小
中
学
校
で

の
少
人
数
指
導
な
ど
新
学
習
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
指
導
方
法
の
改
善
に
努
め
た
。
ま
た
、
児
童
の
読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
朝

の
読
書
タ
イ
ム
や
保
護
者
・
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
実
施
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、「
学
力
向
上
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
ド
リ
ル
タ
イ
ム
な
ど
の
個
別
の
学
習
を
通
し
、
基
礎
・
基

本
の
学
習
の
定
着
や
宿
題
な
ど
の
課
題
学
習
の
見
直
し
を
行
な
い
、
学
ぶ
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
工
夫
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
教
育
活
動
の
公
開
な
ど
、
学
校
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
た
。

　

平
成
二
十
年
度
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
豊
か
な
「
人
間
力
」
を
育
む
た
め
、「
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ム
（
本
の
虫
）、
芦
屋
っ
子
」
の

育
成
を
め
ざ
し
て
、
学
校
園
・
保
護
者
・
市
民
・
図
書
館
関
係
者
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
「
子
ど
も
読
書
の
街
づ
く
り
」
に
取
り
組

み
『
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ム
芦
屋
っ
子　

本
が
大
好
き
読
み
た
い
な　

子
ど
も
に
読
ま
せ
た
い
図
書
リ
ス
ト
四
〇
〇
選
』
を
作
成
し
、
リ
ス

ト
を
配
布
し
た
。

三
． 

中
学
校

　

学
習
活
動　
　

本
市
の
公
立
中
学
校
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
後
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
「
個
の
指
導
」
へ
と
転
換
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
を
な
く
す
た
め
に
、
授
業
改
善
の
工
夫
や
「
教
科
複
数
担
任
制
」
を
行
な
っ
た
。
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昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
、
生
徒
の
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
自
由
・
創
造
的
な
学
習
活
動
を
奨
励
す
る
事
業
と
し
て
「
総
合
文
化

祭
」、「
総
合
音
楽
会
」、「
自
由
研
究
発
表
会
」、「
学
校
園
教
育
活
動
展
」、「
工
夫
創
作
作
品
展
」
な
ど
を
開
催
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
か

ら
、
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
三
中
学
校
合
同
の
「
英
語
祭
」
を
開
催
し
た
。
英
語
祭
は
、
暗
唱
・
ス
ピ
ー
チ
部
門
、
英

語
作
品
の
展
示
や
英
語
劇
、
英
語
の
歌
な
ど
多
彩
な
内
容
で
実
施
し
て
き
た
。
平
成
十
九
年
度
に
事
業
の
見
直
し
を
行
な
い
、
英
語

作
品
の
展
示
が
中
学
校
総
合
文
化
祭
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
科
の
授
業
を
実

施
し
、
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
話
の
内
容
を
聴
き
取
っ
た
り
、
発
音
を
学
ぶ
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

平
成
三
年
度
か
ら
三
中
学
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
て
指
定
研
究
を
受
け
推
進
し
た
。
内
容
は
、
市
内
の
福
祉
施
設
の
三

田
谷
治
療
教
育
院
と
の
交
流
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
研
究
、
仮
設
住
宅
の
住
民
と
の
交
流
で
あ
っ
た
。
仮
設
住
宅
の
住
民
と
の
交

流
は
そ
の
後
、
震
災
復
興
住
宅
の
高
齢
者
と
の
交
流
へ
と
深
ま
っ
て
い
っ
た
。
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
境
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
意
識
が
一
気
に
高
ま
り
、
そ
の
活
動
が
充
実
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。
学
習
面
に
つ
い
て
は
、
基
礎
・
基
本
の

学
力
を
重
視
し
た
学
習
指
導
を
進
め
、
生
徒
の
個
性
を
生
か
し
た
学
習
指
導
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

平
成
十
年
度
か
ら
地
域
の
福
祉
施
設
や
公
共
施
設
に
通
っ
て
学
ぶ
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、

二
年
生
の
生
徒
を
対
象
に
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊
重
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
な
ど
を
自

ら
高
め
た
り
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
日
々
の
教
材
研
究
を
も
と
に
し
た
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
授
業
を
実
践
し
て
き
た
が
、
よ
り
き
め
細

か
く
個
人
差
に
応
じ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
学
習
指
導
員
（
チ
ュ
ー
タ
ー
）
を
配
置
し
、
数
学
の
授
業
な
ど
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に
お
い
て
、
少
人
数
に
よ
る
授
業
や
複
数
教
員
に
よ
る
授
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

進
路
指
導
と
進
路　
　

進
路
指
導
と
は
単
に
進
学
先
を
選
択
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
、
生
き
方
の
指
導
で
あ

る
と
位
置
づ
け
、
進
路
指
導
計
画
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
冊
子
「
進
路
の
学
習
」
を
活
用
し
、「
学
ぶ
こ
と
の
意
味
」、「
職

業
を
考
え
る
」、「
男
女
共
同
参
画
」
な
ど
幅
広
い
テ
ー
マ
で
進
路
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
成
十
七
年
度
選
抜
よ
り
神
戸
第
一
学
区
と
芦
屋
学
区
と
の
統
合
に
よ
り
、
本
市
の
生
徒
の
卒
業
後
の
進
路
選
択
の
幅
が
大
き
く

広
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
県
立
芦
屋
高
等
学
校
が
全
県
か
ら
受
験
可
能
な
単
位
制
と
な
り
、
各
中
学
校
で
は
よ
り
て
い
ね
い

に
生
徒
の
興
味
・
関
心
、
適
性
を
考
慮
し
た
進
路
指
導
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
市
立
中
学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
の
高
等
学
校
進
学
率
は
非
常
に
高
く
、
昭
和
四
十
六
年
の
時
点
で
九
五
・
八
％
で

あ
っ
た
。
全
国
で
高
等
学
校
に
進
学
す
る
生
徒
が
九
〇
％
を
越
え
た
の
が
昭
和
四
十
九
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
早
い

時
期
に
高
校
へ
の
進
学
が
市
民
の
間
に
定
着
し
て
い
た
と
い
え
る
。

四
． 

高
等
学
校

　

高
等
学
校
の
現
行
の
学
科
制
度
は
、
第
一
に
教
育
課
程
、
第
二
に
学
年
に
よ
る
教
育
課
程
、
第
三
に
学
科
に
よ
る
教
育
課
程
の
三

つ
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
。
第
一
は
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
と
い
う
区
分
、
第
二
は
学
年
制
・
単
位
制
と
い
う
区
分
、
第
三
は

「
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
」（
普
通
科
）・「
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科
」（
専
門
科
）・「
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育
を
選
択
履
修

を
旨
と
し
て
総
合
的
に
施
す
学
科
」（
総
合
学
科
）、
と
い
う
区
分
で
あ
る
（『
現
代
教
育
史
事
典
』）。
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平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、
通
信
制
を
除
く
全
日
制
と
定
時
制
の
生
徒
数
三
三
三
万
八
八
六
一
人
の
う

ち
、
全
日
制
三
二
二
万
七
六
七
六
人
、
定
時
制
一
一
万
一
一
八
五
人
と
な
っ
て
お
り
、
十
年
前
と
比
較
す
る
と
全
日
制
は
約
八
七
万

人
の
減
少
、
定
時
制
は
六
五
〇
〇
人
の
増
加
で
あ
る
。
ま
た
、
本
科
普
通
科
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
数
は
二
四
一
万
四
三
四
四
人
で

七
二
・
三
％
、
専
門
科
は
七
五
万
八
七
五
二
人
で
二
二
・
七
％
、
総
合
学
科
は
一
六
万
五
七
六
五
人
で
五
・
〇
％
と
な
っ
て
い
る
（『
学

校
基
本
調
査
』
平
成
二
十
一
年
度
）。

　

特
に
、
学
年
の
区
別
な
く
、
ま
た
生
徒
個
人
の
興
味
関
心
に
応
じ
て
受
講
す
る
科
目
が
選
択
で
き
る
単
位
制
は
、
昭
和
六
十
三

（
一
九
八
八
）
年
か
ら
定
時
制
・
通
信
制
課
程
に
お
い
て
導
入
さ
れ
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
か
ら
全
日
制
で
も
設
置
が
可
能
と

な
っ
た
。
普
通
科
単
位
制
を
採
用
す
る
高
等
学
校
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
時
点
で
全
国
に
五
三
九
校
あ
り
、
北
海
道
の
三
〇
校
に

続
き
、
兵
庫
県
は
二
五
校
で
二
位
で
あ
る
（「
学
校
基
本
調
査
」
平
成
二
十
一
年
度
）。

　

市
立
芦
屋
高
等
学
校　
　

市
立
芦
屋
高
等
学
校
は
、
昭
和
三
十
七
年
設
立
さ
れ
、
平
成
十
九
年
三
月
、
四
十
五
年
の
幕
を
閉
じ
廃

校
に
な
つ
た
。
同
校
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
後
、
同
和
教
育
の
推
進
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
「
個
の
指
導
」
へ

と
転
換
し
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
肢
体
不
自
由
生
徒
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
障
が
い
児
（
知
的
障
が
い
）
を
受
け
入
れ
た
。
昭
和

六
十
二
年
度
か
ら
国
際
理
解
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
授
業
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
中
国
語
の
授
業

を
実
施
し
た
。
ま
た
、「
市
立
芦
屋
高
等
学
校
生
徒
海
外
派
遣
」（
昭
和
六
十
三
～
平
成
四
年
）、「
市
立
中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
海
外

派
遣
」（
平
成
五
～
十
三
年
）
事
業
と
し
て
、
本
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
な
ど
（
昭
和
六
十
三
～
平

成
十
一
年
）
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
ナ
ザ
リ
ア
に
生
徒
を
派
遣
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
の
語
学
研
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修
や
現
地
校
の
生
徒
な
ど
と
の
交
流
を
深
め
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
か
ら
全
国
的
に
「
教
育
荒
廃
」
と
呼
ば
れ
る
事
象

が
発
生
し
、
本
校
に
お
い
て
も
中
途
退
学
者
や
問
題
行
動
の
増
加
が
表
面
化
し
て
き
た
。

　

平
成
十
二
年
二
月
、
県
教
育
委
員
会
は
、「
県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
一
次
実
施
計
画
」
を
提
示
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
今
後
の

高
等
学
校
は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
意
識
が
多
様
化
し
、
新
た
な
学
校
・
学
科
・
教
育
方
法
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

本
市
の
よ
う
な
小
さ
な
通
学
区
域
の
見
直
し
も
検
討
課
題
と
さ
れ
た
。
少
子
化
に
よ
る
生
徒
の
減
少
、
中
途
退
学
者
の
増
加
な
ど
の

実
状
を
ふ
ま
え
、
本
市
は
、
現
実
的
な
対
応
策
と
と
も
に
、
長
期
的
な
構
想
を
立
て
る
た
め
、「
芦
屋
市
学
校
教
育
審
議
会
」
に
「
今

後
の
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
を
諮
問
す
る
な
ど
、
市
内
部
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
平
成
十
九
年
三
月
に
廃

校
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

県
立
高
等
学
校　
　

県
立
芦
屋
高
等
学
校
は
、
昭
和
十
五
年
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
の
県
立
芦
屋
中
学
校
を
前
身
と
し
、
平
成
十
七

年
度
に
普
通
科
単
位
制
に
学
校
改
編
を
し
た
。

　

県
立
芦
屋
南
高
等
学
校
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
開
校
し
た
が
、
平
成
十
五
年
の
県
立
国
際
高
等
学
校
の
開
校
に
伴
い
平
成
十
七
年

三
月
に
閉
校
と
な
っ
た
。
県
立
国
際
高
等
学
校
は
、
国
際
教
育
の
専
門
科
単
位
制
高
校
と
し
て
県
下
唯
一
の
国
際
文
化
コ
ー
ス
を
設

け
て
い
る
。

　

定
時
制
の
県
立
武
庫
高
等
学
校
は
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
開
校
し
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
の
教
育
に
あ
た
っ
た
が
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
生
徒
数
が
減
少
し
、
平
成
十
六
年
廃
校
と
な
り
、
五
十
六
年
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
た
。

五
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五
． 
私
立
中
・
高
等
学
校

　

本
市
に
は
、
甲
南
学
園
甲
南
高
等
学
校
・
甲
南
中
学
校
、
芦
屋
学
園
高
等
学
校
・
中
学
校
が
あ
る
。

　

甲
南
高
等
学
校
・
甲
南
中
学
校
の
前
身
は
、
大
正
八
年
に
設
立
さ
れ
た
七
年
制
の
旧
制
高
等
学
校
で
、
昭
和
二
十
二
年
学
制
改
革

に
よ
り
中
学
校
を
、
昭
和
二
十
三
年
に
高
等
学
校
を
開
校
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
、
神
戸
市
東
灘
区
か
ら
本
市
に
移
転
し
た
。

　

芦
屋
学
園
高
等
学
校
・
中
学
校
の
前
身
は
、
昭
和
十
一
年
に
設
立
さ
れ
た
旧
制
の
芦
屋
高
等
女
学
校
で
、
昭
和
二
十
二
年
学
制
改

革
に
よ
り
芦
屋
女
子
高
等
学
校
・
芦
屋
女
子
中
学
校
と
し
て
開
校
し
た
。
昭
和
六
十
年
、
高
等
学
校
に
国
際
文
化
科
を
増
設
し
た
。

　

昭
和
六
十
一
年
に
芦
屋
学
園
創
立
五
十
周
年
を
機
に
、
芦
屋
大
学
附
属
高
等
学
校
・
中
学
校
に
校
名
を
変
更
し
、
平
成
二
十
一
年

に
芦
屋
学
園
高
等
学
校
・
中
学
校
と
改
称
し
た
。

六
． 

中
等
教
育
学
校

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
、
第
一
五
期
中
教
審
の
第
二
次
答
申
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
、
平
成
十
一
年
に
制
度
が
発
足
し
た
中
高
一

貫
教
育
は
、
中
学
校
と
高
等
学
校
の
教
育
が
中
等
教
育
と
し
て
一
貫
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
施
形
態

に
は
、「
一
つ
の
学
校
に
お
い
て
一
体
的
に
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
『
中
等
教
育
学
校
』、
地
方
公
共
団
体
等
が
中
学
校
と
高
等
学
校

を
併
設
し
、
高
校
入
学
者
選
抜
を
な
く
し
て
一
貫
教
育
を
行
う
『
併
設
型
』、
既
存
の
市
町
村
立
中
学
校
と
都
道
府
県
立
高
等
学
校

の
間
で
教
育
課
程
の
編
成
や
教
員
・
生
徒
の
交
流
な
ど
で
連
携
を
深
め
る
『
連
携
型
』、
の
三
つ
が
あ
る
」（『
現
代
教
育
史
事
典
』）。

五
六
七

第
三
節

学
校
園
の
状
況



　

平
成
十
五
年
四
月
に
開
校
し
た
県
立
芦
屋
国
際
中
等
教
育
学
校
は
、「
一
つ
の
学
校
に
お
い
て
一
体
的
に
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
」

中
等
教
育
学
校
で
あ
り
、
国
際
科
を
お
い
た
学
校
と
し
て
は
国
内
初
で
あ
る
（「
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」）。

七
． 
大
学

　

芦
屋
女
子
短
期
大
学　
　

芦
屋
女
子
短
期
大
学
は
、
昭
和
三
十
五
年
、「
家
政
科
」
の
み
の
単
科
短
期
大
学
と
し
て
開
学
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
四
月
に
英
文
科
と
幼
児
教
育
科
を
設
置
し
た
。
翌
年
四
月
に
は
、
家
政
科
、
英
文
科
、
幼
児
教
育
科
を
家
政
学

科
、
英
文
学
科
、
幼
児
教
育
学
科
に
変
更
し
た
。
英
文
学
科
は
、
当
時
、
外
国
人
教
師
の
指
導
で
英
語
で
授
業
が
行
な
わ
れ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
設
置
さ
れ
、
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年
四
月
、
家
政
学
科
に
「
調
理
師
コ
ー
ス
」
を
設
け
、
新
た
に
文

化
福
祉
学
科
を
開
設
し
た
。「
調
理
師
コ
ー
ス
」
は
、
兵
庫
県
の
短
期
大
学
で
は
初
め
て
の
設
置
コ
ー
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　

平
成
十
九
年
四
月
、
家
政
学
科
を
生
活
創
造
学
科
に
名
称
変
更
し
た
。

　

芦
屋
大
学
・
芦
屋
大
学
大
学
院　
　

芦
屋
大
学
は
、
昭
和
三
十
九
年
、
教
育
学
部
教
育
学
科
の
み
の
単
科
大
学
と
し
て
開
学
し

た
。

　

昭
和
四
十
一
年
に
産
業
教
育
学
科
、
昭
和
四
十
七
年
に
英
語
英
文
学
教
育
学
科
、
翌
年
に
児
童
教
育
学
科
を
増
設
し
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
に
、
芦
屋
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
修
士
課
程
・
博
士
課
程
を
開
設
し
た
。
教
育
学
の
博
士
課
程

は
私
立
大
学
の
数
少
な
い
大
学
院
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
大
学
院
教
育
学
研
究
科
に
英
語
英
文
学
教
育
専

攻
お
よ
び
技
術
教
育
専
攻
・
修
士
課
程
を
開
設
し
、
大
学
院
の
拡
充
を
図
っ
た
。
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昭
和
五
十
三
年
十
一
月
、
世
界
七
か
国
の
関
係
者
が
参
加
す
る
「
職
業
指
導
学
国
際
会
議
」（
文
部
省
後
援
）
を
開
催
し
た
。
こ
の

会
議
で
は
、
各
国
の
職
業
指
導
の
歴
史
と
問
題
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
以
後
、
芦
屋
大
学
で
、
七
回
に
わ
た
り
、「
職
業
指
導
学
国
際

会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
十
五
年
に
、
経
営
教
育
育
成
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
七
年
に
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
教
職
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ

ぞ
れ
開
設
し
、
学
生
の
支
援
体
制
を
整
備
し
た
。

　

平
成
十
八
年
四
月
、
英
語
英
文
学
教
育
科
を
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
科
に
変
更
し
た
。
ま
た
、
五
月
に
経
営
教
育
学
部

を
新
設
し
、
平
成
十
九
年
四
月
に
、
教
育
学
部
を
臨
床
教
育
学
部
に
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、
大
学
院
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
研
究
所
（
翌

年
、
発
達
障
害
教
育
研
究
所
と
改
称
）
を
設
け
た
。

　
　

第
四
節　

特
別
支
援
教
育

一
． 

特
別
支
援
教
育
の
歴
史

　

法
制
化
の
あ
ゆ
み　
　

戦
後
の
占
領
期
の
教
育
改
革
に
よ
り
教
育
を
受
け
る
権
利
が
障
が
い
児
に
も
適
用
さ
れ
、
九
年
間
の
義
務

教
育
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
⑴
戦
前
ま
で
義
務
教
育
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
障
が
い
児
に
も
ひ
と
し
く
教

育
を
受
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
た
、
⑵
戦
前
に
通
常
学
校
と
は
異
な
る
勅
令
や
規
則
・
省
令
で
規
定
さ
れ
て
い
た
盲
・
ろ
う
・
養
護

五
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学
校
と
特
殊
学
級
が
学
校
教
育
法
の
な
か
に
一
元
的
に
法
制
化
さ
れ
た
、
⑶
盲
・
ろ
う
学
校
に
加
え
戦
前
に
任
意
設
置
で
あ
っ
た
養

護
学
校
が
都
道
府
県
の
設
置
義
務
と
な
っ
た
、
⑷
教
育
対
象
や
教
育
形
態
が
拡
充
さ
れ
た
と
い
う
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
（『
現
代

教
育
史
事
典
』）。

　

盲
・
ろ
う
学
校
の
義
務
制
は
昭
和
二
十
三
年
度
に
実
現
し
、
学
年
進
行
で
九
年
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
養
護
学
校
（
精
神
薄
弱
・

肢
体
不
自
由
・
病
弱
）
の
義
務
制
は
大
幅
に
遅
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
に
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

　

当
時
は
特
別
支
援
教
育
を
特
殊
教
育
と
呼
ん
で
い
た
が
、
障
が
い
児
教
育
の
発
展
は
大
き
く
二
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　

第
一
の
期
間
は
一
九
六
〇
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
高
度
成
長
に
伴
う
公
害
の
拡
大
・
深
刻
化
に
よ
る
重
度
心
身
障
が
い
児
が
増

加
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
障
が
い
児
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
権
利
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
う
ま
れ
、
そ
の
権
利
の
獲

得
が
課
題
で
あ
っ
た
。
実
際
、
障
が
い
児
の
労
働
訓
練
が
人
格
の
形
成
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
う
え
、
重
複
障
が

い
の
あ
る
子
ど
も
は
「
教
育
不
可
能
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
と
し
て
見
込
め
な
い
重
度
の
障
が
い
児
は
特

殊
教
育
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
い
た
（『
障
害
児
教
育
の
歴
史
』
中
村
満
紀
男
・
荒
川
智
編
、
明
石
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。
前
述
の

よ
う
に
養
護
学
校
の
義
務
制
が
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
の
期
間
で
あ
る
一
九
八
〇
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
は
、
障
が
い
児
教
育
の
拡
充
期
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和

五
十
六
年
の
国
際
障
害
者
年
と
、
そ
れ
に
続
く
「
国
連
障
害
者
の
十
年
」（
一
九
八
三
～
九
二
年
）
の
取
り
組
み
が
あ
り
、
日
本
社
会

も
高
度
成
長
期
を
終
え
て
「
成
熟
社
会
」
へ
の
移
行
を
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
障
が
い
者
教
育
の
義
務
制
が
法
的
に
一
応
整
っ
た
後

は
、
そ
の
整
備
や
教
育
体
制
・
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
特
に
、
障
が
い
児
と
健
常
児
の
対
等
・
平
等
な
関
係
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を
つ
く
り
、
人
格
の
形
成
、
人
権
意
識
と
障
が
い
の
科
学
的
理
解
を
進
め
て
い
く
た
め
、
障
が
い
児
学
校
と
協
力
校
、
ま
た
障
が
い

児
の
居
住
地
に
あ
る
学
校
と
が
交
流
す
る
「
交
流
教
育
」
や
、
重
度
の
障
が
い
児
の
学
習
を
保
証
す
る
た
め
の
「
訪
問
教
育
」
な
ど

の
充
実
が
図
ら
れ
、
平
成
五
年
か
ら
は
通
級
に
よ
る
指
導
も
制
度
化
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
就
学
前
教
育
と
後
期
中
等
教

育
の
整
備
も
課
題
と
な
っ
た
。
学
校
や
障
が
い
の
種
類
に
よ
っ
て
温
度
差
は
あ
っ
た
も
の
の
、
高
等
部
へ
の
進
学
は
、
一
九
九
〇
年

代
末
に
は
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
進
学
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
六
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
主
催
で
ス
ペ
イ
ン
の
都
市
・
サ
ラ
マ
ン
カ
で
開
催
さ
れ
た
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
教
育
に
関
す
る

世
界
会
議
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
サ
ラ
マ
ン
カ
声
明
に
よ
っ
て
、「
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
」
は
「
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る

子
ど
も
」
と
し
て
認
識
・
表
現
が
改
め
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
平
成
十
三
年
に
、
文
部
科
学
省
は
「
特
殊
教
育
」
を
「
特
別
支
援
教

育
」
と
改
め
た
。
平
成
十
八
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
か
ら
特
別
支
援
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ

の
時
期
よ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
し
て
L
D
（
学
習
障
が
い
）
や
A
D
H
D
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
）
が
追
加
さ
れ
、

通
常
の
学
級
に
お
い
て
特
別
の
教
育
課
程
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

特
別
支
援
教
育
は
、
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
特
別
支
援
学
校
と
、
中
度
・
軽
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

生
徒
を
対
象
と
す
る
特
別
支
援
学
級
が
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
に
は
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
は
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校
の

三
種
類
が
あ
っ
た
が
、
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
特
別
支
援
学
校
に
一
本
化
さ
れ
た
。
全
国
で
は

一
〇
三
〇
校
に
三
万
五
六
二
人
の
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
兵
庫
県
で
は
四
二
校
に
四
三
六
五
人
（「
学
校
基
本
調
査
」
平
成

二
十
年
度
）
が
在
籍
し
て
い
る
。

五
七
一

第
四
節

特
別
支
援
教
育



　

平
成
二
十
二
年
四
月
、
県
立
芦
屋
特
別
支
援
学
校
が
開
校
し
、
小
学
部
六
〇
人
、
中
学
部
五
六
人
、
高
等
部
一
二
一
人
の
計

二
三
七
人
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

中
度
の
視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱
・
身
体
虚
弱
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
は
、
小
学

校
・
中
学
校
に
設
け
ら
れ
て
い
る
特
別
支
援
学
級
に
通
い
、
軽
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
は
、
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、
通
級

に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
数
は
減
っ
て
い
な
い
。
全
国
で
も
県
で
も
、
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
数
は
単
純
増
加
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
、
盲
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
全
国
で
も
兵
庫
県
で
も
、
昭
和
五
十
年

代
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。
県
の
状
況
を
み
る
と
、
肢
体
不
自
由
の
養
護
学
校
在
籍
者
も
昭
和
五
十
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
、
病
弱
養

護
学
校
の
在
籍
者
も
昭
和
三
十
八
か
ら
四
十
七
年
ま
で
微
減
、
そ
の
後
横
ば
い
状
態
が
続
い
た
後
、
昭
和
五
十
七
年
を
も
う
一
つ
の

ピ
ー
ク
に
し
て
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
医
学
や
公
衆
衛
生
の
進
歩
に
よ
り
、
末
梢
の
感
覚
器
官
に
障
害
が
あ
る
盲
児
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
」。
一
方
で
、
急
増
し
た
の
が
知
的
障
が
い
の
養
護
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
で
あ
る
（『
兵
庫
県
教

育
史
』）。
昭
和
四
十
五
年
で
は
三
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
昭
和
五
十
年
に
は
約
八
〇
〇
人
に
な
り
、
昭
和
六
十
年
代
に
は

二
〇
〇
〇
人
に
達
し
て
以
後
横
ば
い
に
な
っ
て
い
る
。

　

知
的
障
が
い
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
た
の
は
か
な
り
遅
い
。
県
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
神
戸
大
学
教
育
学
部
付
属
明
石
小
学
校
、

昭
和
三
十
七
年
に
同
中
学
校
に
特
殊
学
級
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
に
は
神
戸
市
立
青
陽
養
護
学
校
が
精
神
薄
弱
養
護
学
校
と

し
て
設
置
さ
れ
た
の
が
本
格
的
な
始
ま
り
で
あ
る
（『
兵
庫
県
教
育
史
』）。
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三
田
谷
治
療
教
育
院　
　

昭
和
十
三
年
、
三さ
ん

田だ

谷や

啓ひ
ら
く（
一
八
八
一
～
一
九
六
二
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
私
立
翠
丘
小
学
校
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
、
そ
の
治
療
教
育
に
あ
た
っ
た
。
同
校
は
同
校
卒
業
生
の
中
学
校
教
育
も
代
行
し
、
昭
和

四
十
七
年
、
本
市
か
ら
中
学
校
教
員
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
同
校
卒
業
生
を
公
立
中
学
校
に
進
学
さ
せ
る
こ

と
と
し
た
。
な
お
、
同
校
は
平
成
元
年
ま
で
存
続
し
た
。

　

発
達
障
害
教
育
研
究
所　
　

芦
屋
大
学
大
学
院
に
発
達
障
害
教
育
研
究
所
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
は
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
の
治
療
教
育
・
研
究
を
行
な
う
施
設
と
し
て
全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
研
究
所
と
し
て
平
成
十
八
年
六

月
に
開
設
さ
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
発
達
支
援
を
行
な
う
臨
床
教
育
を
め
ざ
す
な
か
、「
生
得
的

な
特
質
が
あ
り
、
社
会
適
応
の
可
塑
性
を
持
つ
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
組
織
的
研
究
が
、
非
常
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
い
、
適

切
な
教
育
と
社
会
生
活
上
の
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
弱
点
を
カ
バ
ー
し
、
彼
ら
の
持
つ
長
所
、
可
能
性
を
伸
ば
す
方
策

を
、
研
究
す
る
」
と
い
う
趣
旨
を
掲
げ
、「
臨
床
教
育
、
臨
床
心
理
、
精
神
科
医
、
脳
科
学
者
、
社
会
学
者
等
が
協
力
し
て
」
研
究
を

進
め
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
特
別
支
援
教
育　
　

本
市
で
は
、
豊
か
な
心
を
育
て
、
生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
め
ざ
し
、
障
が
い
の
種
類
・
程
度
・
特

性
に
応
じ
た
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
基
本
的
な
生
活
態
度
お
よ
び
生
活
習
慣
を
養
い
、
自
立
と
社
会
参
加
の
た
め
に
必
要
な

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
の
ば
す
よ
う
指
導
し
て
き
た
。
昭
和
五
十
二
年
年
六
月
、
芦
屋
市
心
身
障
害
児
適
正
就
学
指
導
委
員
会
規

則
を
制
定
し
て
以
来
、
そ
の
就
学
指
導
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
適
正
な
就
学
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら

他
市
に
先
が
け
て
実
施
し
て
い
る
「
な
か
よ
し
交
流
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
と
障
が
い
の
な
い
児
童
が
共
に
一
泊
二
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日
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
交
流
し
て
い
る
。

　

平
成
十
六
年
度
か
ら
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
へ
の
学
習
活
動
な
ど
の
補
助
を
目
的
と
し
て
介
助
員
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

L
D
お
よ
び
A
D
H
D
な
ど
の
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
通
級
指
導
を
行
な
う
学
校
生
活
支
援
教
員
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
支
援
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
し
、
き
め
細
や
か
な

指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

み
ど
り
学
級　
　

昭
和
四
十
二
年
に
旧
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
で
小
学
校
肢
体
不
自
由
学
級
（
み
ど
り
学
級
）、
翌
昭
和
四
十
三
年

に
中
学
部
を
開
設
。
昭
和
五
十
五
年
ま
で
に
、
成
人
部
・
幼
稚
部
・
乳
幼
児
部
を
併
設
し
た
。

　

昭
和
五
十
六
年
「
住
宅
つ
き
生
涯
学
級
」
構
想
の
も
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
を
基
本
と
し
た
肢
体
不
自
由
児
者
通
園
施
設

（
み
ど
り
学
級
）
が
、
県
・
市
の
協
力
で
、
芦
屋
浜
住
宅
団
地
内
に
完
成
し
た
。

　

学
級
で
は
、
乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で
一
貫
し
た
生
涯
に
わ
た
る
教
育
・
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
体

力
の
向
上
の
ほ
か
に
趣
味
や
特
別
技
能
の
習
得
を
基
本
と
し
た
結
果
、
油
絵
、
書
道
、
将
棋
な
ど
に
能
力
を
伸
ば
し
て
個
展
を
開
い

た
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
の
全
国
大
会
で
活
躍
し
た
生
徒
を
輩
出
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
液
状
化
に
よ
り
、
園
庭
や
建
物
周
辺
内
部
に
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
が
、
平
成
十

年
に
理
学
療
法
士
の
再
配
置
、
平
成
十
一
年
に
看
護
・
養
護
職
の
配
置
を
行
な
い
、
訓
練
や
医
療
的
ケ
ア
の
充
実
に
努
め
た
。

　

平
成
十
八
年
度
末
で
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
が
い
な
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
一
八
歳
以
上
を
受
け
入
れ
る
福
祉
施

設
「
芦
屋
市
立
み
ど
り
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
組
織
改
編
を
行
な
っ
た
。
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特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー　
　

平
成
十
九
年
度
に
、
保
護
者
お
よ
び
教
員
へ
の
指
導
・
助
言
を
行
な
う
た
め
、
学
校
教
育
課
内
に

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
翌
二
十
年
度
に
体
育
館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
に
、
移
設
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
⑴
保
護
者
等
へ
の
教
育
相
談
・
支
援
、
⑵
幼
小
中
学
校
教
員
へ
の
相
談
・
支
援
、
⑶
幼
小

中
学
校
校
内
研
修
へ
の
相
談
・
支
援
、
⑷
関
係
機
関
へ
の
理
解
・
啓
発
・
連
絡
調
整
、
⑸
情
報
の
提
供
及
び
情
報
の
管
理
、
⑹
学
校

教
育
課
の
特
別
支
援
教
育
に
係
る
事
業
と
の
連
携
で
あ
る
。

　
　

第
五
節　

同
和
・
人
権
教
育

一
． 

同
和
・
人
権
教
育
の
あ
ゆ
み

　

学
校
に
お
け
る
同
和
・
人
権
教
育　
　

市
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四
十
四
年
八
月
に
策
定
し
た
「
芦
屋
市
同
和
教
育
の
方
針
」
の

な
か
で
、「
同
和
教
育
は
、
法
の
下
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、
現
に
社
会
の
中
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く

し
、
す
べ
て
の
国
民
に
人
権
尊
重
の
精
神
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
で
あ
る
」
と
規
定
し
、
同
和
教
育
の
推
進
に
努
め
て
き
た
（
本

市
の
人
権
推
進
・
同
和
対
策
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
八
節
を
参
照
）。
昭
和
四
十
八
年
か
ら
同
和
教
育
指
導
員
を
配
置

し
た
。
同
指
導
員
は
、
各
学
校
の
同
和
問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
指
導
助
言
、
研
修
会
で
の
講
師
、
そ
の
他
市
民
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
指
導
助
言
を
行
な
い
、
同
和
教
育
の
推
進
に
多
く
の
実
績
を
残
し
た
。
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昭
和
六
十
一
年
十
二
月
の
市
同
和
対
策
審
議
会
の
基
本
答
申
で
、「
本
来
の
同
和
教
育
を
具
体
的
に
推
進
す
る
条
件
を
明
確
に
す

る
」
必
要
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
。
小
中
学
校
で
は
、
年
間
指
導
計
画
・
実
践
報
告
な
ど
を
共
通
課
題
と
し
て
「
幼
小
中
学
校
の
同
和

教
育
」
と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
人
権
啓
発
活
動
と
し
て
、
全
国
的
に
行
な
わ
れ
る
「
憲
法
週
間
」、「
差
別
を
な
く
そ
う

県
民
運
動
」、「
人
権
週
間
」
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　

平
成
八
年
十
二
月
の
芦
屋
市
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
、「
芦
屋
市
に
お
け
る
今
後
の
同
和
施
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
に
お
い

て
「
同
和
施
策
の
基
本
的
方
向
」
と
「
個
別
対
策
の
あ
り
方
」
が
示
さ
れ
た
。
個
別
対
策
の
あ
り
方
に
関
し
て
、
⑴
基
礎
学
力
の
充

実
―
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
の
必
要
性
と
地
区
児
童
・
生
徒
の
自
立
的
生
活
・
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
の
事
業
の
検

討
、
⑵
人
権
教
育
―
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
て
い
く
た
め
の
人
権
教
育
と
し
て
推
進
す
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

答
申
を
ふ
ま
え
市
教
育
委
員
会
は
、
⑴
基
礎
学
力
の
充
実
に
関
し
て
、
従
来
よ
り
、
各
校
に
対
し
て
基
礎
学
力
の
充
実
の
た
め
の
教

育
委
員
会
指
定
研
究
を
行
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
各
校
に
お
い
て
な
お
い
っ
そ
う
の
学
習
指
導
の
工

夫
・
改
善
に
努
め
、
一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
教
育
の
充
実
を
図
る
、
⑵
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
委
員
会
作
成
の
「
友
だ

ち
」、「
防
災
教
育
副
読
本
」
な
ど
の
利
用
に
よ
り
、
人
権
教
育
を
推
進
し
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
主
体
的
に
取
り

組
む
児
童
生
徒
の
育
成
を
図
る
、
と
の
計
画
を
平
成
九
年
二
月
に
策
定
し
た
。

　

同
和
教
育
は
、
教
育
と
啓
発
に
分
け
、
教
育
の
部
分
は
学
校
教
育
、
啓
発
の
部
分
は
社
会
教
育
へ
移
行
し
た
。
学
校
で
は
、
授
業

推
進
委
員
会
や
人
権
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
学
校
教
育
の
基
盤
と
し
て
人
権
教
育
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、「
同
和
問
題
」
に
限
ら

ず
、「
男
女
共
生
」、「
多
文
化
共
生
」、「
特
別
支
援
教
育
」
な
ど
人
権
に
か
か
わ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
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体
制
の
整
備
・
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　　
　

第
六
節　

学
校
問
題
へ
の
対
応

一
． 

青
少
年
の
非
行
問
題
の
多
発
化

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
本
市
で
も
、
青
少
年
の
非
行
問
題
の
多
発
化
が
、
学
校
教
育
の
抱
え
る
最
も
深
刻
な
課
題
の
ひ
と
つ

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
中
学
校
に
お
け
る
校
内
暴
力
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
問
題
は
、
深
刻
度
を

増
し
て
い
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
個
々
の
生
徒
の
立
場
や
環
境
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
適
切
な
指
導
を
行
な
う
こ
と
を
基
本
に
し
て
、
学
校
内
体
制
の

確
立
、
家
庭
や
地
域
と
の
協
力
関
係
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
学
校
間
の
情
報
交
換
・
連
携
を
図
る
た
め
生
徒
指
導
担
当
者
連
絡

協
議
会
を
設
け
、
相
互
理
解
と
共
同
指
導
体
制
を
確
立
し
た
。
さ
ら
に
、
警
察
署
・
児
童
相
談
所
・
家
庭
裁
判
所
な
ど
と
の
連
絡
調

整
の
ほ
か
、
シ
ン
ナ
ー
・
ボ
ン
ド
の
販
売
店
に
対
し
て
、
非
行
予
防
の
協
力
を
要
請
し
て
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
浄
化
に
努
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
校
内
暴
力
な
ど
問
題
行
動
が
減
少
し
は
じ
め
、
平
成
三
年
度
以
降
は
著
し
く
減
少
し
た
。

　

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
個
々
の
生
徒
と
の
教
育
相
談
な
ど
充
実
を
図
っ
た
。
平
成
十
八
年
に
は
、
全
国
的

に
い
じ
め
の
問
題
か
ら
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
続
き
、
本
市
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
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の
早
期
発
見
に
努
め
た
。

二
． 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　

青
少
年
の
も
つ
悩
み
や
困
難
を
解
決
し
て
、
健
全
な
成
長
発
展
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
青
少
年
、
保
護
者
、
教
師
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
に
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
「
芦
屋
市
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
。
教
育
・
思
春
期
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
各
分
野
ご
と
に
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
面
接
お
よ
び
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ
た
。
開
設
時
か
ら
全
国
的
に
例
の
な

い
夜
間
の
相
談
業
務
を
実
施
し
て
お
り
、
相
談
件
数
は
年
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
た
。

　

相
談
件
数
は
、
開
設
当
初
は
二
四
三
件
で
あ
っ
た
が
、
相
談
内
容
の
多
様
化
に
伴
っ
て
昭
和
六
十
二
年
度
に
は
最
大
の
一
六
二
六

件
と
な
っ
た
。
平
成
十
一
年
度
は
、
健
康
や
不
登
校
を
中
心
に
計
五
九
九
件
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
不
登
校
や
親
子
関
係
を
中
心

に
計
一
六
六
件
で
あ
る
。

三
． 

芦
屋
市
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　

昭
和
六
十
一
年
に
「
芦
屋
市
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
生
徒
指
導
担
当
者
会
を
前
身
と
し
、
市
内

の
生
徒
指
導
に
関
す
る
研
修
、
情
報
交
換
な
ど
が
各
校
担
当
者
（
一
高
校
、
三
中
学
、
九
小
学
校
の
生
徒
指
導
担
当
者
と
愛
護
セ
ン

タ
ー
担
当
者
、
お
よ
び
平
成
十
年
か
ら
は
適
応
教
室
担
当
者
、
教
育
委
員
会
担
当
者
）
に
よ
っ
て
、
一
層
自
主
的
に
充
実
さ
れ
る
も

の
と
な
っ
た
。
芦
屋
警
察
署
少
年
係
な
ど
関
係
諸
機
関
と
の
連
絡
会
議
や
長
期
休
暇
に
備
え
て
、
市
内
大
型
店
と
の
話
し
合
い
が
も

五
七
八

第
八
章

学
校
教
育
の
あ
ゆ
み　

多
面
的
な
取
り
組
み



た
れ
る
な
か
で
、
市
内
中
学
校
に
お
け
る
暴
力
事
件
の
数
も
平
成
元
年
に
入
り
、
減
少
し
始
め
た
。
平
成
三
年
度
以
降
、
市
内
三
中

学
が
落
ち
着
き
を
み
せ
て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
い
じ
め
や
不
登
校
と
い
っ
た
、
心
の
ケ
ア
を
要
す
る
生
徒
指
導
へ
の
取
り
組
み
に
重

点
を
お
き
活
動
し
て
き
た
。

四
． 

適
応
教
室
（
の
び
の
び
学
級
）

　

児
童
生
徒
の
不
登
校
の
問
題
は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
市
で
も
、
緊
急
か
つ
重
要
課
題
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
四
月
一
日
、
不
登
校
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
教
育
相
談
や
適
応
指
導
・
保
護
者
へ
の
支

援
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
校
生
活
へ
の
復
帰
を
め
ざ
す
施
設
と
し
て
、
適
応
教
室
が
開
設
さ
れ
た
。　

平
成
十
一

年
四
月
、
適
応
教
室
は
、
芦
屋
市
青
少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内
か
ら
西
山
幼
稚
園
と
の
統
合
に
よ
り
閉
園
と
な
っ
た
山
手
幼
稚
園
に
移

転
し
た
。
こ
の
適
応
教
室
の
移
転
に
よ
り
、
中
庭
を
は
じ
め
、
池
、
花
壇
、
畑
、
運
動
場
、
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
環
境
や
施
設
周
辺

の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
活
動
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
通
級
児
童
生
徒
の
「
心
の
居
場
所
」
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
適
応
教
室

は
、
学
校
を
は
じ
め
、
広
報
、
芦
屋
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
啓
発
活
動
に
よ
り
、
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相

談
件
数
が
増
え
た
。
そ
の
後
、
適
応
教
室
は
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
施
設
と
し
て
、
学
校
・
家
庭
お
よ
び
関
係
機
関
、
関
係
組

織
と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動
や
取
り
組
み
の
結
果
、
学
校
に
復
帰
す
る
通
級
者
が
出
始

め
て
い
る
。

五
七
九

第
六
節

学
校
問
題
へ
の
対
応



五
． 

打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー　
　

　

教
育
お
よ
び
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
平
成
三
年
四
月
に
開
設
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
二
十
七
年
に
設
置
さ
れ
た
教

育
研
究
所
を
前
身
と
す
る
教
育
機
関
で
あ
る
。
主
な
事
業
は
、
⑴
教
育
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
事
項
の
研
究
、
⑵
教
育
関
係

職
員
の
研
修
、
⑶
教
育
相
談
、
⑷
教
育
資
料
の
収
集
お
よ
び
提
供
、
⑸
学
校
園
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
、
⑹
教

育
や
文
化
に
関
す
る
事
業
の
ほ
か
、
会
議
室
を
地
域
の
自
治
会
・
団
体
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
三
年
度
は
、
国
際
理
解
教
育
、
生
活
科
教
育
な
ど
五
研
究
部
会
を
設
け
、
教
育
に
関
す
る
専
門
的
、
技
術
的
な
事
項
の
研
究

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
理
科
実
習
、
国
際
理
解
な
ど
五
五
講
座
を
開
催
し
、
教
育
関
係
職
員
の
研
修
を
行
な
っ
た
。
平
成
二
十

年
度
は
、
外
国
語
活
動
部
会
、
情
報
教
育
部
会
な
ど
五
部
会
で
研
究
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
学
校
園
の
野
菜
作
り
」、「
裁
判
員
制

度
」、「
情
報
教
育
講
座
」
な
ど
七
三
講
座
を
開
催
し
、
多
く
の
教
育
関
係
者
の
参
加
を
得
て
実
施
し
た
。

　
　

第
七
節　

震
災
時
の
学
校
と
地
域　

一
． 

避
難
所
と
し
て
の
学
校

　

被
害
の
実
状　
　

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
本
市
で
は
、
市
民
四
二
九
人
が
亡
く
な
り
、
三
一
二
八
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人
が
負
傷
し
た
。
公
立
の
学
校
園
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

内
、
幼
稚
園
で
は
三
人
の
園
児
、
小
学
校
で
一
二
人
の
児

童
、
中
学
校
で
七
人
の
生
徒
が
亡
く
な
り
、
教
職
員
も
二
人

が
亡
く
な
っ
た
。
家
族
を
亡
く
し
た
児
童
生
徒
は
、
小
中
学

校
あ
わ
せ
て
二
一
人
、
本
人
を
含
め
家
族
が
全
員
死
亡
し
た

と
い
う
痛
ま
し
い
ケ
ー
ス
も
三
家
族
あ
っ
た
（『
芦
屋
の
教

育
復
興
を
求
め
て　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
録
』）。
ま

た
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
園
で
校
舎
な
ど
の
建
物
も
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
建
物
の
継
ぎ
目
の
部
分
（
E
X
P
）
が
損
傷

を
受
け
、
な
か
に
は
運
動
場
に
地
割
れ
が
生
じ
た
学
校
も

あ
っ
た
。

　

公
立
学
校
園
は
、
避
難
所
や
そ
の
他
の
災
害
拠
点
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
た
。

　

一
月
十
七
日
の
震
災
か
ら
約
二
週
間
、
小
・
中
・
高
等
学

校
は
臨
時
休
校
し
、
避
難
所
と
な
っ
た
。
各
学
校
で
の
避

難
者
数
は
8
‐
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
避
難
者
の
総
数
は

8-3　避難所・避難者数の推移
（出典）『芦屋の教育復興を求めて　阪神・淡路大震災の記録』市教育委員会

1月17日 1月20日 1月31日 2月28日 3月31日 4月30日 閉鎖日
精道中学校 1,000 2,000 650 220 75 43 5月21日
山手中学校 200 200 54 46 28 17 5月14日
潮見中学校 400 720 100 15 閉鎖 閉鎖 3月01日
精道小学校 1,000 2,030 642 409 195 120 5月16日
宮川小学校 1,000 1,000 530 136 100 71 5月21日
山手小学校 150 300 176 36 10 6 5月10日
岩園小学校 500 1500 348 250 122 51 5月21日
朝日ケ丘小学校 100 250 77 閉鎖 閉鎖 閉鎖 2月07日
三条小学校 300 130 113 55 55 18 5月15日
潮見小学校 1300 1000 247 68 3 閉鎖 4月14日
打出浜小学校 50 350 256 110 43 33 5月21日
浜風小学校 400 1500 296 27 閉鎖 閉鎖 3月15日
精道幼稚園 150 200 19 12 閉鎖 閉鎖 3月16日
宮川幼稚園 160 63 35 12 5月21日
小槌幼稚園 700 700 170 105 52 閉鎖 4月24日
朝日ケ丘幼稚園 70 350 103 33 閉鎖 閉鎖 3月29日
西山幼稚園 300 300 102 50 33 21 5月15日
潮見幼稚園 170 170 50 閉鎖 閉鎖 閉鎖 2月22日
学校園小計 7,790 12,700 4,093 1,635 751 392
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一
月
十
九
日
が
ピ
ー
ク
で
、
五
二
か
所
、
二
万
九
六
〇
人
に
の
ぼ
り
、
一
月
二
十
一
日
に
は
精
道
小
学
校
一
施
設
で
市
内
最
大
の

二
二
三
〇
人
に
達
し
た
。
一
月
末
ま
で
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
い
た
が
、
そ
の
後
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
住
民
は
、
各
学
校
の
体
育
館
（
精
道
中
学
校
・
精
道
小
学
校
・
山
手
小
学
校
・
岩
園
小
学
校
・
打
出
浜
小
学
校
）
や
特
別
教
室

（
精
道
中
学
校
・
山
手
中
学
校
・
三
条
小
学
校
）、
普
通
教
室
（
精
道
小
学
校
・
宮
川
幼
稚
園
・
小
槌
幼
稚
園
・
西
山
幼
稚
園
）
や

コ
ミ
ス
ク
会
議
室
（
宮
川
小
学
校
・
潮
見
小
学
校
）
な
ど
で
避
難
生
活
を
し
た
。
ま
た
、
山
手
中
学
校
、
精
道
中
学
校
、
潮
見
中
学

校
、
潮
見
小
学
校
、
浜
風
小
学
校
、
市
立
芦
屋
高
等
学
校
、
県
立
芦
屋
南
高
等
学
校
の
七
校
の
校
庭
に
は
仮
設
住
宅
が
建
て
ら
れ
、

長
期
に
わ
た
っ
て
被
災
者
が
校
庭
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
． 

教
育
へ
の
影
響

　

授
業
の
影
響
へ
の
対
処　
　

学
校
園
の
再
開
は
、
幼
稚
園
が
二
月
十
三
日
、
小
・
中
学
校
は
二
月
二
日
、
高
等
学
校
は
一
月

二
十
九
日
で
あ
っ
た
。
再
開
直
後
は
時
間
を
短
縮
し
て
の
活
動
が
行
な
わ
れ
、
幼
稚
園
で
は
一
〇
時
か
ら
一
一
時
三
〇
分
、
小
・
中

学
校
、
高
等
学
校
で
は
一
〇
時
か
ら
一
二
時
ま
で
で
あ
っ
た
。
開
始
時
間
は
数
日
後
か
ら
数
週
間
後
に
九
時
に
な
っ
た
が
（
幼
稚
園

は
九
時
半
）、
震
災
前
の
活
動
時
間
に
戻
る
に
は
小
・
中
学
校
で
二
月
十
四
日
、
高
等
学
校
で
二
月
十
三
日
、
幼
稚
園
で
は
三
月
六

日
と
、
幼
稚
園
を
除
い
て
震
災
か
ら
一
か
月
を
待
た
ず
に
活
動
時
間
は
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
月
中
は
、
各
学
校

が
依
然
と
し
て
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
公
立
の
小
・
中
学
校
に
は
一
六
三
五
人
の
避
難
者
が
生
活
を
し
て
い
た

な
か
で
の
再
開
で
あ
っ
た
。
ま
た
施
設
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
た
め
、
他
の
学
校
と
合
同
で
行
な
う
活
動
も
あ
っ
た
。
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す
べ
て
の
学
校
園
で
三
学
期
中
の
授
業
計
画
を
立
て
直
し
、
非
常
事
態
に
備
え
た
。
幼
稚
園
で
は
生
活
発
表
会
や
お
別
れ
遠
足
な

ど
を
中
止
し
て
保
育
時
間
を
確
保
し
、
小
学
校
で
も
学
校
行
事
を
中
止
し
た
り
短
縮
し
た
り
し
て
授
業
時
間
の
確
保
に
努
め
た
。
中

学
校
で
は
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
行
事
を
中
止
し
、
授
業
内
容
の
精
選
・
指
導
方
法
の
工
夫
を
し
て
少
な
く
な
っ
た
授
業
時
間

に
対
応
し
た
。
高
等
学
校
で
も
学
校
行
事
を
中
止
し
た
り
変
更
し
た
り
し
て
授
業
時
間
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

園
の
実
状
に
応
じ
て
創
意
工
夫
が
な
さ
れ
た
。

　

小
・
中
学
校
で
授
業
が
再
開
さ
れ
て
約
二
週
間
後
の
二
月
十
四
日
、
簡
易
給
食
が
始
ま
り
、
完
全
給
食
再
開
は
三
月
十
四
日
に
始

ま
っ
た
。
こ
の
時
期
は
し
だ
い
に
学
校
内
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
始
め
た
頃
で
あ
る
。

　

震
災
後
、
卒
業
式
・
入
学
式
が
間
近
に
迫
っ
て
い
た
が
、
体
育
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
が
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
岩
園
小

学
校
・
精
道
中
学
校
で
は
卒
業
式
を
、
精
道
小
学
校
で
は
卒
業
式
も
入
学
式
も
運
動
場
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
行
な
っ
た
。

　

住
家
が
全
・
半
壊
の
た
め
市
内
に
お
い
て
一
時
的
に
住
居
を
移
転
し
た
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
震
災
前
に
通
っ
て
い
た
学
校
に
通

学
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

し
か
し
、
震
災
に
よ
り
、
住
ん
で
い
た
芦
屋
を
離
れ
遠
く
離
れ
た
地
で
し
ば
ら
く
生
活
を
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
児
童
生

徒
も
多
く
い
る
。
児
童
生
徒
の
転
出
の
状
況
は
、
兵
庫
県
内
二
八
五
人
、
近
畿
六
四
二
人
、
中
部
八
〇
人
、
中
国
八
一
人
、
四
国

八
七
人
、
関
東
一
四
二
人
、
九
州
八
二
人
、
東
北
・
北
海
道
一
一
人
、
海
外
五
人
、
で
あ
り
、
合
計
一
四
一
五
人
で
あ
る
。

　

復
学
の
状
況
は
、
震
災
か
ら
一
か
月
余
り
後
の
二
月
十
四
日
で
は
、
小
学
校
全
体
で
六
一
・
九
％
、
中
学
校
全
体
で
八
六
・
一
％
で

あ
っ
た
。
朝
日
ケ
丘
小
学
校
の
復
学
率
は
五
七
・
八
％
で
最
も
低
か
っ
た
。
三
月
十
三
日
時
点
で
は
、
小
学
校
で
七
九
・
四
％
、
中
学
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校
で
九
〇
・
三
％
で
、
小
学
校
と
中
学
校
で
は
復
学
率
に
か
な

り
の
差
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
高
か
っ
た
の
は
、
浜

風
小
学
校
の
八
八
・
九
％
、
潮
見
小
学
校
の
八
七
・
一
％
で
、

低
か
っ
た
の
は
三
条
小
学
校
の
七
〇
・
四
％
、
精
道
小
学
校

の
七
二
・
一
％
、
中
学
校
で
高
か
っ
た
の
は
潮
見
中
学
校
の

九
六
・
三
％
、
低
か
っ
た
の
は
精
道
中
学
校
の
八
六
・
四
％
で

あ
っ
た
。

　

平
成
七
年
の
学
期
末
で
復
学
率
が
低
か
っ
た
学
校
の
地
域

は
、
市
内
で
も
最
も
被
害
が
ひ
ど
か
っ
た
地
域
で
、
こ
の
地
域
の
児
童
生
徒
の
多
く
が
学
期
末
に
も
元
の
校
区
に
戻
れ
な
い
ま
ま
で

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
8
‐
4
）。

三
． 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校

　

自
主
防
災
組
織　
　

学
校
が
避
難
所
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
、
そ
し
て
実
際
に
児
童
生
徒
が
被
災
し
た
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
、

震
災
後
、
各
学
校
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
震
災
時
に
適
切
に
機
能
す
る
た
め
の
計
画
と
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。

各
学
校
で
は
、
毛
布
、
乾
パ
ン
、
非
常
食
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
を
数
百
か
ら
数
千
、
常
時
備
蓄
す
る
こ
と
を
始
め
、
井
戸
水
や

連
絡
系
統
な
ど
の
整
備
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
避
難
訓
練
も
、
連
絡
系
統
の
確
認
と
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
て
行
な
わ

8-4　児童生徒の復学状況
（資料）『芦屋の教育復興を求めて　

阪神・淡路大震災の記録』
市教育委員会

（単位：％）
H7.2.14 H7.3.13

精道小学校 58.2 72.1
宮川小学校 60.9 74.4
山手小学校 69.1 82.6
岩園小学校 58.4 77.3
朝日ケ丘小学校 57.8 79.6
三条小学校 63.6 70.4
潮見小学校 64.2 87.1
打出浜小学校 62.4 76.2
浜風小学校 64.1 88.9
小学校全体 61.9 79.4
精道中学校 83.9 86.4
山手中学校 86.6 89.3
潮見中学校 88.3 96.3
中学校全体 86.1 90.3

五
八
四

第
八
章

学
校
教
育
の
あ
ゆ
み　

多
面
的
な
取
り
組
み



れ
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
市
内
の
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
、
小
学
校
区
単
位

で
の
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
が
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
各
小
学
校
区
を
防
災
生
活
圏
と
し
、
そ
の
圏
内
の
「
地
域
防

災
拠
点
」
と
し
て
各
小
学
校
を
整
備
し
な
が
ら
、
小
学
校
区
単
位
の
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
り
、
自
治
会
や
コ
ミ
ス
ク
が
中
核
と

な
っ
て
組
織
化
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
主
な
活
動
内
容
は
、
⑴
防
災
知
識
の
習

得
・
普
及
活
動
、
⑵
住
民
参
加
の
防
災
訓
練
、
⑶
住
民
避
難
訓
練
、
⑷
災
害
弱
者
に
対
す
る
援
助
活
動
、
⑸
非
常
時
の
応
急
活
動
、

⑹
情
報
の
収
集
伝
達
活
動
、
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
学
校
が
特
に
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
整
備
や
物
資
の
確
保
と
備
蓄
だ
け

で
な
く
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
心
の
ケ
ア
」
の
必
要
性
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
で
あ
る
。

　

被
災
し
た
園
児
・
児
童
生
徒
の
P
T
S
D
に
対
処
す
る
た
め
、
市
で
は
平
成
七
年
十
月
十
一
か
ら
十
三
日
に
市
内
の
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
で
「
心
の
ケ
ア
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
園
児
・
児
童
生
徒
の
保
護
者
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
収
数
と
回

収
率
は
、
幼
稚
園
で
六
五
一
人
・
九
一
・
五
％
、
小
学
校
で
三
四
八
三
人
・
八
六
・
三
％
、
中
学
校
で
一
〇
七
八
人
・
七
四
・
四
％
で

あ
る
）。
子
ど
も
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
、「
問
題
が
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
保
護
者
は
約
七
三
％
で
あ
る
が
、「
一
時
問
題
が
あ
っ
た

が
今
は
問
題
な
い
」（
二
〇
・
五
％
）、「
最
近
に
な
っ
て
問
題
あ
り
」（
一
・
八
％
）、「
地
震
直
後
か
ら
今
も
問
題
あ
り
」（
五
・
一
％
）
と
、

震
災
後
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
保
護
者
が
二
七
％
い
た
。
特
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
時
点
で
問
題
が
あ
る
と
回
答

し
た
保
護
者
が
七
％
近
く
あ
り
、
震
災
か
ら
九
か
月
が
経
っ
た
時
点
で
も
「
心
の
ケ
ア
」
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
存
在
が
明
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ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
解
決
へ
の
必
要
性
が
強
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
受
け
、
本
市
の
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
で

は
そ
れ
ぞ
れ
で
研
修
会
を
開
き
、
子
ど
も
の
心
を
適
切
に
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。 五
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